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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第142期

第２四半期連結
累計期間

第143期
第２四半期連結
累計期間

第142期
第２四半期連結
会計期間

第143期
第２四半期連結
会計期間

第142期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

営業収入（千円） 24,055,73519,558,57112,064,14610,373,17743,512,056

経常利益（千円） 1,689,647518,817 795,718 349,0542,579,444

四半期（当期）純利益（千円） 1,054,194340,975 520,093 255,7191,727,894

純資産額（千円） － － 11,048,06111,589,18011,315,411

総資産額（千円） － － 26,400,14124,979,51424,360,933

１株当たり純資産額（円） － － 381.77 400.58 391.15

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
36.49 11.80 18.00 8.85 59.81

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 41.8 46.3 46.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,016,558△1,457,592 － － 2,709,781

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△544,936△274,447 － － △856,955

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△540,149 488,959 － － △1,646,595

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 2,642,4701,663,0852,888,162

従業員数（人） － － 1,140 1,069 1,114

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．営業収入には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 1,069 (140)

（注）従業員は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者を

含む）であります。臨時雇用者数（派遣社員を含む）については、当第２四半期連結会計期間の平均人数を（　）外

数で記載しております。

(2）提出会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 295 (62)

（注）従業員は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む）であります。

　　臨時雇用者数（派遣社員を含む）については、当第２四半期会計期間の平均人数を（　）外数で記載しております。　　
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第２【事業の状況】

１【営業の状況】

営業実績

　当第２四半期連結会計期間の営業実績は、次のとおりであります。

(イ）営業収入

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

　
前年同四半期比（％）　

　

港湾事業（千円） 3,400,856 　　△30.5

物流事業（千円） 3,232,896 △23.5

プラント事業（千円） 3,677,478 30.0

不動産・その他事業（千円） 61,946 △46.4

計（千円） 10,373,177 △14.0

　（注）１．セグメント間の取引については、相殺消去しております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(ロ）主要顧客別営業状況

相 手 先

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

金　　　額（千円） 割　　　合（％） 金　　　額（千円） 割　　　合（％）

㈱商船三井 2,197,726 18.2 1,663,671 16.0

（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況　

　当第２四半期連結会計期間における世界経済は各国の経済対策等の効果により最悪期を脱しつつあり、わが国の経

済も在庫調整の一巡により生産が持ち直しはじめ景気底入れの兆しを見せ始めましたが、設備投資・個人消費は依然

として低迷しており厳しい経済環境が続いております。

　

　このような環境の下、当社グループの総力をあげて営業活動を展開した結果、セグメント別の業績は次のとおりとな

りました。

　

上段：営業収入　下段：営業損益　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(百万円)

事業の種類別セグメント

の状況

前第２四半期連結会計期間

（自　平成20年７月１日　

　　至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間

（自　平成21年７月１日　

  　至　平成21年９月30日）

増減額 増減率

　港湾事業

　

4,895 3,400 △1,494 △30.5　

572　 2　 △570 △99.6

　物流事業

　

4,224 3,232 △991 △23.5　

134　 97　 △37 △27.6　

　プラント事業

　

2,828 3,677 848　 30.0　

66　 258　 191　 287.0　

　不動産・その他事業

　

115　 61　 △53 △46.4　

9　 △20 △29 －

　

①港湾事業

  当社事業の基盤である京浜港における荷動きは第２四半期に入り回復の兆しが見えてまいりました。当社の取扱い

につきましては、建設機械は低迷したものの、コンテナ・自動車は京浜港の貿易量の回復の動きを受け持ち直しを始

めました。しかしながら、本格的な回復については不透明な状況がつづいており営業収入は前年同期比大幅に減少と

なりました。

②物流事業

  物流事業におきましても貿易量は依然として低水準にあり厳しい事業環境が続いております。海上輸送契約は大型

案件を中心に順調に受注を続けましたが、輸出入貨物の取扱量は回復にはいたっておらず低迷したため営業収入は前

年同期に比べ大幅に減少いたしました。営業収入の減少に伴い倉庫の集約化・運行車輌の見直し等の諸施策によりコ

ストの削減に努めましたが営業利益は前年同期比減益の結果となりました。

 

③プラント事業

  国内では公共投資は堅調であるものの民間設備投資が減少を続ける環境の下、電力関連および公共事業関連工事を

含めた一般工事等の各分野で広く受注に努め、またシンガポールで施工中の化学プラント関連工事が順調に推移した

結果、前年同期に比べ増収増益となりました。

④不動産・その他事業

　賃貸用事務所ビルよりテナントの一部が退去したことにより前年同期に比べ減収減益となりました。
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所在地別セグメントの業績は、次の通りです。

①日本　

　売上高は8,635百万円（前第２四半期連結会計期間比17.7％減）、営業利益は141百万円（同79.8％減）でした。

②アジア

　売上高は1,602百万円（前第２四半期連結会計期間比7.2％増）、営業利益は199百万円（同142.0％増）でした。

③米国

　売上高は135百万円（前第２四半期連結会計期間比80.1％増）、営業損失は２百万円（前年同四半期は営業利益　２

百万円）でした。

　

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、第１四半期連結会計

期間末に比べ11億円減少し16億６千３百万円となりました。

　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は11億９千万円（前年同期は１億７千１百万円の収入）となりました。主なプラス要

因は、税金等調整前四半期純利益３億７千８百万円及び減価償却費２億３千８百万円であり、主なマイナス要因は営

業債権の増加額14億８百万円、退職給付引当金の減少額６千１百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果得られた資金は２億９千９百万円（前年同期は４億２千２百万円の支出）となりました。主な要因

は、有形固定資産の売却による収入４億１千５百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は２億１千３百万円（前年同期は７億８千５百万円の支出）となりました。主なプラ

ス要因は長期借入れによる収入５億円であり、主なマイナス要因は短期借入金の純減少額２億８千７百万円及び長期

借入金の返済による支出３億６千１百万円であります。

(3）対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありま

せん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 96,000,000

計 96,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
(平成21年９月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成21年11月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 29,106,000 29,106,000
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株　

計 29,106,000 29,106,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。　

　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数
（株）

発行済株式総数
残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成21年7月1日～

平成21年9月30日
－ 29,106,000 － 1,455,300 － 330,659
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（５）【大株主の状況】

 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
 所有株式数
 (千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

　株式会社商船三井 　東京都港区虎ノ門２丁目１番１号 14,463　　      49.69

　日本トラスティ・サービス

　信託銀行株式会社
　東京都中央区晴海１丁目８番１１号 1,689          5.80

三井物産株式会社

（常任代理人　資産管理サービ

ス信託銀行株式会社）

東京都千代田区大手町１丁目２番１号

（常任代理人住所

東京都中央区晴海１丁目８番１２号

晴海アイランドトリトンスクエアオフィ

スタワーＺ棟）

1,043　　　     3.58

　日本マスタートラスト信託銀行

　株式会社
　東京都港区浜松町２丁目１１番３号 429           1.47

　三井住友海上火災保険株式会社 　東京都中央区新川２丁目２７番２号 332  　　　   1.14

株式会社横浜銀行

（常任代理人　資産管理サービ

ス信託銀行株式会社）

横浜市西区みなとみらい３丁目１番１号

（常任代理人住所

東京都中央区晴海１丁目８番１２号

晴海アイランドトリトンスクエアオフィ

スタワーＺ棟）

314           1.08

三井生命保険株式会社

（常任代理人　日本トラスティ

・サービス信託銀行株式会社）

　東京都千代田区大手町１丁目２番３号

　（常任代理人住所

　東京都中央区晴海１丁目８番１１号）

287　　　     0.99

　株式会社三井住友銀行 　東京都千代田区有楽町１丁目１番２号 273           0.94

　株式会社宇徳 　横浜市中区弁天通６丁目８５番地 217
           0.75

　

国際コンテナターミナル株式会

社
　横浜市中区本牧ふ頭１丁目１６番地 200           0.69

計 － 19,249          66.13

　（注）１．上記日本トラスティ・サービス信託銀行㈱の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、321千株でありま

す。なお、それらの内訳は、年金信託設定分132千株、投資信託設定分189千株となっております。

２．上記日本マスタートラスト信託銀行㈱の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は402千株であります。な

お、それらの内訳は、年金信託設定分231千株、投資信託設定分171千株となっております。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 

 平成21年9月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）  普通株式　 　217,800 － －

完全議決権株式（その他）  普通株式　28,876,600 288,766　　　　　－

単元未満株式
 普通株式      11,600

　
－

１単元（100株）未満

の株式

発行済株式総数 29,106,000 － －

総株主の議決権 － 288,766 －

 

②【自己株式等】

 平成21年9月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　株式会社宇徳
神奈川県横浜市中区弁天

通６丁目85番地
217,800 － 217,800 0.75

計 － 217,800 － 217,800     0.75

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５　月 ６　月 ７　月 ８　月 ９　月

最高（円） 323 319 350 321 296 288

最低（円） 276 278 305 286 277 260

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法

人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,663,085 2,893,690

受取手形及び営業未収入金 8,807,601 6,945,505

貯蔵品 9,931 8,155

繰延税金資産 245,331 356,418

その他 670,510 799,543

貸倒引当金 △24,745 △18,294

流動資産合計 11,371,714 10,985,018

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,479,734 5,469,628

機械装置及び運搬具（純額） 695,264 817,884

工具、器具及び備品（純額） 125,874 124,708

土地 2,605,385 2,605,385

リース資産（純額） 226,694 189,093

建設仮勘定 23,215 72,778

有形固定資産合計 ※1
 9,156,167

※1
 9,279,478

無形固定資産

その他 1,251,082 1,254,379

無形固定資産合計 1,251,082 1,254,379

投資その他の資産

投資有価証券 1,391,402 1,052,632

繰延税金資産 752,843 773,512

その他 1,086,287 1,045,765

貸倒引当金 △29,984 △29,852

投資その他の資産合計 3,200,549 2,842,056

固定資産合計 13,607,799 13,375,914

資産合計 24,979,514 24,360,933
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 3,763,272 3,425,703

短期借入金 2,409,310 1,699,159

1年内返済予定の長期借入金 996,516 1,024,516

リース債務 59,502 48,535

未払法人税等 152,368 349,642

繰延税金負債 1,243 1,445

賞与引当金 369,881 593,510

役員賞与引当金 9,500 54,400

未払費用 195,764 261,590

その他 747,668 780,479

流動負債合計 8,705,028 8,238,983

固定負債

長期借入金 1,693,298 1,620,556

リース債務 180,945 151,955

繰延税金負債 22,130 20,953

退職給付引当金 2,477,273 2,617,072

役員退職慰労引当金 126,993 134,117

負ののれん － 10,884

その他 184,665 250,999

固定負債合計 4,685,305 4,806,538

負債合計 13,390,333 13,045,521

純資産の部

株主資本

資本金 1,455,300 1,455,300

資本剰余金 330,682 330,682

利益剰余金 9,543,320 9,433,451

自己株式 △33,641 △33,610

株主資本合計 11,295,661 11,185,823

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 402,544 317,711

繰延ヘッジ損益 － 1,578

為替換算調整勘定 △126,284 △205,614

評価・換算差額等合計 276,260 113,676

少数株主持分 17,258 15,912

純資産合計 11,589,180 11,315,411

負債純資産合計 24,979,514 24,360,933
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業収入 24,055,735 19,558,571

営業費用 19,435,575 16,416,203

営業総利益 4,620,160 3,142,368

販売費及び一般管理費 ※
 2,956,504

※
 2,638,469

営業利益 1,663,655 503,898

営業外収益

受取利息 4,428 3,008

受取配当金 19,566 7,110

負ののれん償却額 10,884 10,884

持分法による投資利益 1,940 －

消費税等納付免除益 15,456 －

その他 23,067 45,094

営業外収益合計 75,342 66,097

営業外費用

支払利息 47,152 35,486

持分法による投資損失 － 2,892

その他 2,198 12,800

営業外費用合計 49,350 51,178

経常利益 1,689,647 518,817

特別利益

固定資産売却益 55,443 36,147

特別利益合計 55,443 36,147

特別損失

固定資産除売却損 638 2,827

退職給付費用 5,900 －

特別損失合計 6,538 2,827

税金等調整前四半期純利益 1,738,552 552,137

法人税、住民税及び事業税 542,271 132,287

法人税等調整額 142,087 78,874

法人税等合計 684,358 211,162

四半期純利益 1,054,194 340,975
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

営業収入 12,064,146 10,373,177

営業費用 9,756,057 8,705,217

営業総利益 2,308,089 1,667,959

販売費及び一般管理費 ※
 1,524,215

※
 1,329,654

営業利益 783,873 338,305

営業外収益

受取利息 1,063 1,531

受取配当金 7 7

負ののれん償却額 5,442 5,442

持分法による投資利益 6,591 1,235

消費税等納付免除益 6,120 －

その他 16,921 22,729

営業外収益合計 36,145 30,944

営業外費用

支払利息 23,990 20,195

その他 309 －

営業外費用合計 24,300 20,195

経常利益 795,718 349,054

特別利益

固定資産売却益 53,865 31,759

特別利益合計 53,865 31,759

特別損失

固定資産除売却損 205 2,194

退職給付費用 5,900 －

特別損失合計 6,105 2,194

税金等調整前四半期純利益 843,478 378,620

法人税、住民税及び事業税 145,534 △22,312

法人税等調整額 177,850 145,213

法人税等合計 323,385 122,900

四半期純利益 520,093 255,719
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,738,552 552,137

減価償却費 452,164 471,246

負ののれん償却額 △10,884 △10,884

退職給付引当金の増減額（△は減少） △112,900 △141,099

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △18,211 △7,123

賞与引当金の増減額（△は減少） △180,978 △223,628

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △25,800 △44,900

貸倒引当金の増減額（△は減少） 14,476 6,582

受取利息及び受取配当金 △23,994 △10,118

支払利息 47,152 35,486

持分法による投資損益（△は益） △1,940 2,892

固定資産除売却損益（△は益） △54,805 △33,320

営業債権の増減額（△は増加） 290,555 △1,921,669

営業債務の増減額（△は減少） △357,733 329,125

未払消費税等の増減額（△は減少） △25,556 29,499

その他の資産の増減額（△は増加） △85,298 21,461

その他の負債の増減額（△は減少） △17,149 △233,146

その他 6,083 △13,026

小計 1,633,733 △1,190,484

利息及び配当金の受取額 23,435 24,702

利息の支払額 △47,781 △38,654

法人税等の支払額 △592,828 △253,155

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,016,558 △1,457,592

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △552,346 △460,953

有形固定資産の売却による収入 61,629 426,380

投資有価証券の取得による支出 － △200,000

定期預金の預入による支出 △5,528 －

定期預金の払戻による収入 5,512 5,528

貸付けによる支出 △61,212 △56,610

貸付金の回収による収入 29,814 22,579

その他の支出 △65,325 △18,601

その他の収入 42,518 7,229

投資活動によるキャッシュ・フロー △544,936 △274,447
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △788,113 700,613

長期借入れによる収入 1,200,000 700,000

長期借入金の返済による支出 △717,355 △655,258

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △5,213 △27,856

配当金の支払額 △229,389 △228,509

その他 △77 △30

財務活動によるキャッシュ・フロー △540,149 488,959

現金及び現金同等物に係る換算差額 △25,892 18,004

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △94,419 △1,225,076

現金及び現金同等物の期首残高 2,736,889 2,888,162

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,642,470

※
 1,663,085
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　　該当事項はありません。

　

【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１．法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法

　　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項

目を重要なものに限定する方法によっております。

　繰延税金資産の回収可能性に関しては、前連結会計年度末の検討におい

て使用した将来の業績予測やタックス・プランニングに、前連結会計年度

末からの重要な一時差異の変動を加味したものを使用する方法によって

おります。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、19,419,451千円

であります。

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、19,918,263千円

であります。

　２．保証債務

次の会社の金融機関借入金について保証をしており

ます。

　２．保証債務

次の会社の金融機関借入金について保証をしており

ます。

㈱ワールド流通センター     837,300千円 ㈱ワールド流通センター     890,100千円

　㈱ワールド流通センターに対する保証債務金額は、

当社負担金額を記載しており、他社負担額を含めた

連帯保証債務総額は、17,937,800千円であります。

　㈱ワールド流通センターに対する保証債務金額は、

当社負担金額を記載しており、他社負担額を含めた

連帯保証債務総額は、19,074,000千円であります。

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給料 1,227,618 千円

賞与引当金繰入額 230,678 千円

役員賞与引当金繰入額 25,800 千円

退職給付費用 91,173 千円

役員退職慰労引当金繰入額 26,013 千円

減価償却費 41,372 千円

貸倒引当金繰入額 14,791 千円

給料 1,132,088 千円

賞与引当金繰入額 217,807 千円

役員賞与引当金繰入額 6,250 千円

退職給付費用 93,055 千円

役員退職慰労引当金繰入額 26,127 千円

減価償却費 50,404 千円

貸倒引当金繰入額　 6,582　 千円

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給料 636,230 千円

賞与引当金繰入額 113,400 千円

役員賞与引当金繰入額 12,900 千円

退職給付費用 44,559 千円

役員退職慰労引当金繰入額 10,249 千円

減価償却費 23,057 千円

貸倒引当金繰入額 16,416 千円

給料 571,322 千円

賞与引当金繰入額 126,586 千円

役員賞与引当金繰入額 △3,287 千円

退職給付費用 46,568 千円

役員退職慰労引当金繰入額 9,864 千円

減価償却費 26,527 千円

貸倒引当金繰入額　     5,066 千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在） （平成21年９月30日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 2,647,998

預入期間が３か月を超える定期預金 △5,528

現金及び現金同等物 2,642,470

　

 （千円）

現金及び預金勘定 1,663,085

預入期間が３か月を超える定期預金 －

現金及び現金同等物 1,663,085
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年

９月30日）

　１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 29,106千株

　２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 217千株

　３．配当に関する事項

 配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成21年６月26日

定時株主総会
普通株式 231,106 8.0 平成21年３月31日 平成21年６月29日利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

　
港湾事業
(千円)

物流事業
(千円)

プラント事業
(千円)

不動産・その
他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

営業収入        

(1）外部顧客に対する営業

収入
4,895,3934,224,5892,828,558115,60512,064,146 － 12,064,146

(2）セグメント間の内部営

業収入又は振替高
334,872254,162 36,782 13,636 639,453(639,453) －

計 5,230,2664,478,7512,865,340129,24112,703,600(639,453)12,064,146

営業利益 572,800134,849 66,747 9,475 783,873 － 783,873

 

　

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

　
港湾事業
(千円)

物流事業
(千円)

プラント事業
(千円)

不動産・その
他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

営業収入        

(1）外部顧客に対する営業

収入
3,400,8563,232,8963,677,47861,94610,373,177 － 10,373,177

(2）セグメント間の内部営

業収入又は振替高
147,026 96,110 2,098 28,620 273,855(273,855) －

計 3,547,8823,329,006　　 3,679,57690,56710,647,032(273,855)10,373,177

営業利益又は営業損失

（△）
2,486 97,674 258,331△20,187 338,305 － 338,305
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 前第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

　
港湾事業
(千円)

物流事業
(千円)

プラント事業
(千円)

不動産・その
他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

営業収入        

(1）外部顧客に対する営業

収入
9,367,2518,705,4195,754,673228,39124,055,735 － 24,055,735

(2）セグメント間の内部営

業収入又は振替高
483,542292,430 66,773 27,273 870,020(870,020) －

計 9,850,7948,997,8505,821,446255,66424,925,755(870,020)24,055,735

営業利益 1,141,775307,056181,236 33,5861,663,655 － 1,663,655

 

　

当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　
港湾事業
(千円)

物流事業
(千円)

プラント事業
(千円)

不動産・その
他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

営業収入        

(1）外部顧客に対する営業

収入
6,558,6996,449,2266,381,827168,81819,558,571 － 19,558,571

(2）セグメント間の内部営

業収入又は振替高
301,087193,241 8,116 57,156 559,602(559,602) －

計 6,859,7866,642,467　　 6,389,944225,97420,118,173(559,602)19,558,571

営業利益又は営業損失

（△）
△25,806 164,854353,650 11,200 503,898 － 503,898

　（注）１．事業区分の方法：事業区分は連結会社の事業活動における業務の種類・性質及び役務の提供方法の類似性を

勘案し、区分しております。

２．各事業区分に属する主要な内容

港湾事業　　　　　：港湾荷役作業、ターミナル作業、港湾関連作業

物流事業　　　　　：物流貨物の輸送及び取扱業、貨物保管荷捌及び取扱業

プラント事業　　　：大型機械等の輸送据付、保繕作業、構内作業

不動産・その他事業：不動産賃貸業及びその他事業
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【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

 
日本
（千円）

アジア
（千円）

米国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

営業収入       

(1）外部顧客に対する営業収入 10,493,6211,495,15775,36712,064,146 － 12,064,146

(2）セグメント間の内部営業収入又は

振替高
17,204 5,860 28,435 51,499 (51,499) －

計 10,510,8251,501,017103,80212,115,645(51,499)12,064,146

営業利益 699,347 82,298 2,226 783,873 － 783,873

　

　

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

 
日本
（千円）

アジア
（千円）

米国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

営業収入       

(1）外部顧客に対する営業収入 8,635,3201,602,111135,74410,373,177 － 10,373,177

(2）セグメント間の内部営業収入又は

振替高
265,365 4,145 28,162 297,672(297,672) －

計 8,900,6851,606,256163,90610,670,849(297,672)10,373,177

営業利益又は営業損失（△） 141,545 199,201 △2,442 338,305 － 338,305

　

　

前第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

 
日本
（千円）

アジア
（千円）

米国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

営業収入       

(1）外部顧客に対する営業収入 20,826,9102,829,513399,31124,055,735 － 24,055,735

(2）セグメント間の内部営業収入又は

振替高
36,898 10,719 41,712 89,329 (89,329) －

計 20,863,8082,840,232441,02324,145,064(89,329)24,055,735

営業利益 1,605,49550,393 7,766 1,663,655 － 1,663,655

　

　

当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

 
日本
（千円）

アジア
（千円）

米国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

営業収入       

(1）外部顧客に対する営業収入 16,339,8203,006,419212,33119,558,571 － 19,558,571

(2）セグメント間の内部営業収入又は

振替高
430,453 8,526 40,917 479,896(479,896) －

計 16,770,2733,014,945253,24820,038,467(479,896)19,558,571

営業利益又は営業損失（△） 241,247 268,613 △5,962 503,898 － 503,898

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度によって区分しております。

　　　　２．本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

　　　　　　アジア　……　シンガポール、タイ、マレーシア　　

　　　　　　米国　　……　米国　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）
 アジア 米国 計

Ⅰ　海外営業収入　（千円） 1,495,157 172,433 1,667,590

Ⅱ　連結営業収入　（千円） － － 12,064,146

Ⅲ　連結営業収入に占める海外営業収入の割
合　（％）

12.4　 1.4　 13.8　

　

　

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）
 アジア 米国 計

Ⅰ　海外営業収入　（千円） 1,602,111 135,744 1,737,856

Ⅱ　連結営業収入　（千円） － － 10,373,177

Ⅲ　連結営業収入に占める海外営業収入の割
合　（％）

15.4　 1.3　 16.8　

　

　

前第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）
 アジア 米国 計

Ⅰ　海外営業収入　（千円） 2,829,513 496,377 3,325,890

Ⅱ　連結営業収入　（千円） － － 24,055,735

Ⅲ　連結営業収入に占める海外営業収入の割
合　（％）

11.7　 2.1　 13.8　

　

　

当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）
 アジア 米国 計

Ⅰ　海外営業収入　（千円） 3,006,419 212,331 3,218,750

Ⅱ　連結営業収入　（千円） － － 19,558,571

Ⅲ　連結営業収入に占める海外営業収入の割
合　（％）

15.4　 1.1　 16.5　

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度によって区分しております。

　　　　２．各区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

　アジア　……　シンガポール、タイ、マレーシア

　米国　　……　米国

　　　　３．海外営業収入は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における営業収入であります。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 400.58円 １株当たり純資産額 391.15円

２．１株当たり四半期純利益金額

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 36.49円 11.80円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

金額

　なお、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額については、潜在株

式が存在しないため記載しておりま

せん。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額については、潜在株

式が存在しないため記載しておりま

せん。

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（千円） 1,054,194 340,975

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 1,054,194 340,975

期中平均株式数（千株） 28,888 28,888

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 18.00円 8.85円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

金額

　なお、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額については、潜在株

式が存在しないため記載しておりま

せん。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額については、潜在株

式が存在しないため記載しておりま

せん。

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（千円） 520,093 255,719

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 520,093 255,719

期中平均株式数（千株） 28,888 28,888

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成 20 年 11 月 14 日

株式会社宇徳

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 浜村　和則　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 秋山　茂盛　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社宇徳の平成

20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月

30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビュー

を行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社宇徳及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状態、同日を

もって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成 21年 11月 13日

株式会社宇徳

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 浜村　和則　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 秋山　茂盛　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社宇徳の平成

21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月

30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビュー

を行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社宇徳及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財政状態、同日を

もって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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